
漂流ごみ

水面や水中に浮遊しているごみ。風や潮の流れ
によって、遠くまで運ばれることもあります。

ペットボトル レジ袋

飲み物の容器 発泡スチロール

陸で発生したごみの一部が
雨や風などで川から海へ…
遠い外国まで流れていく
こともあります。

プラスチックは、やがて
波や風などで粉々に砕かれて、
とても細かい破片になります。

陸で発生した生活ごみ

私たちの日常生活で出るプラスチックごみのうち
ほとんどはリサイクルされるなど正しく処理されて
いますが、一部のごみが、雨や風などで川から海へ
流され、最終的に海のごみとなっています。
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海へ出たプラスチックごみはそのあと、どうなるの？

海底ごみ

海底に沈んでしまったごみ。漁具やびん・缶だけでなく、生活用品
なども沈んでいます。

これを餌にする生きもの
が集まり、さらに多くの
いきものが漁具にから
まってしまいます

海底の漁具に
からまり死んだ魚

自転車も
沈んでいます

漂着ごみ

海岸にうちあげられたごみ。流木や海藻に混じって
生活ごみや漁具などがうちあげられています。

ひょう   ちゃく

細かいプラスチックは、
魚や鳥などの生きものたちが
餌と間違えて
食べてしまう問題が
起きています。それらをえさとする、
他の生きものや、海の生きものを食べる人間
の体に、プラスチックが入ってしまいます。

水中を漂うレジ袋は、
クラゲにそっくり。
カメが間違えて食べてしまい
胃につまって命を落としたり。

プラスチックは、体の中で消化されません。からだにどんな
悪い影響があるのか、まだわからないことがたくさんあり、
　　　　　　　　　　　　　　研究がなされています。

海底に沈んだごみに
からまって、動けなくなる
生きものもいます。
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プラごみで海にくらす生きものがピ～ンチ！
～キミたちは生きものをすくえるか !? ～

2019 こうべエコちゃれゼミ　開催レポート

開催：2019年 9月 28日（土）　　会場：須磨ヨットハーバー

　ワークショップでは、自分たちが集めてきたプラ
ごみでアート作品づくりを行いました。「この破片は
洗濯ばさみやったんかなぁ」と、ごみがどこからやっ
てきたのか考えながら制作している姿もありました。

まずは海岸に出てプラごみを採取しました。
大きなごみだけでなく、遠目に見れば綺麗に
見える砂浜部分にも小さなプラスチックの破片
がたくさん確認されました。

講義の時間では、どんな風に海にプラごみが発生しているのか、野生動物たちの健康や
生命に大変な被害が出ていること、私たち自身も日常生活の中でたくさんのプラスチック
を体内に取りこんでしまっていることなど、多くのことを学びました。難しい問題ですが、
低学年の参加者の皆さんも熱心に説明を聞いていました。

自分たちが海岸であつ

めたプラごみが、 こんな

素敵な、 アート作品に！

持ち帰ってからも、 プラ

ごみについて家族で考え

るきっかけにしてくれたら

うれしいな。

３. ークショップ

2. 先生の

1. 砂浜で さがし

世界的に大きな問題となっているプラスチックごみによる海洋汚染について、小学生と保護者を対象に講座を開催
しました。この問題について、考えたり行動したりするきっかけとしてもらえたら…と願っています。
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（画像の一部は「環境省　平成29年度漂着ごみ対策総合検討業務」より抜粋）神戸市 環境局 環境政策課作成： さくせい：　こうべし かんきょうきょく かんきょうせいさくか
がぞう いちぶ かんきょうしょう へいせい ねん ど ひょうちゃく たいさく そうごう けんとう ぎょうむ ばっすい

ぽい捨てされたプラスチックごみは、 やがて風や雨で川に流され、

海に流れ出ます。このように流れ出た海の中のプラスチックの重量

は、2050年には、 魚の重量を超えると言われています。

海の生きものがピンチに !

え !?  海には、プラスチックだらけ？

海に流れ出たプラスチックごみが原因で、海で暮らす生き

ものにたくさんの問題が起きています。餌と間違えて食べて

しまい、おなかの中がプラスチックごみでぎっしりいっぱい

に・・・！また、ごみがひっかかり動けなくなることも。

ペットボトルが、紫外
線や海の流れなどで
劣化し、固くボロボロ
になります。

一見きれいな砂浜も、
目を凝らしてよく見て
みると、細かく砕かれ
たプラスチックの破片
がたくさん見つかります。

紫外線や海の流れなどにより砕かれ、5ミリより小さく

なったプラスチックを「マイクロプラスチック」と呼びます。

マイクロプラスチックを魚などが食べ、大きな魚がそれら

を食べて、マイクロプラスチックにくっついた有害物質が

濃縮されます。このような食物連鎖により、海の生きもの

や私たち人間への影響が心配されています。

マイクロプラスチックってなぁに？
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